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研究成果の概要（和文）：　本研究は思考スキルの転移を促す学習支援ツールを開発することであった。まず，
思考スキルの転移を促すための指導方法を整理した上で，それを促すためのツールについて検討し，思考スキル
の体系的な指導方法を検討した。
　思考スキルの転移に関しては，先行研究および実践研究に基づき，１）思考スキルの理解と２）その汎用性と
効果の理解が影響することを明らかにした。
　その結果に基づき，それを促すためのツールとして写真管理アプリを援用したタグ記録，およびその振り返り
を支援するシステムを構想し，実践した。その結果，そのような学習活動が思考スキルの汎用性の認識に影響す
ることが示され，転移を促す可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：　The purpose of this study was to develop a learning support tool to 
promote the transfer of thinking skills. First, we organized instructional methods to promote the 
transfer of thinking skills, and then examined tools to promote the transfer of thinking skills, and
 examined systematic methods of teaching thinking skills.
　Based on previous research and practical studies, we found that the transfer of thinking skills is
 influenced by 1) understanding of thinking skills and 2) understanding of their versatility and 
effectiveness.
　Based on the results, we designed and implemented a system to support tagging and reflection using
 a photo management application as a tool to promote the transfer of thinking skills. The results 
showed that such learning activities affected the recognition of the versatility of thinking skills,
 and suggested the possibility of facilitating the transition.

研究分野：教育工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　変動の激しい社会において，児童生徒の思考力の育成は喫緊の課題である。思考力の育成のためには，まず考
えるための方法をスキルとして身につけさせること，そして，そのスキルを文脈に応じて活用できる力を育むこ
とが重要だとされている。そのような考え方をもとに，思考ツールを活用して児童生徒の思考スキルの習得，発
揮を目指した実践が行われている。
　思考スキル習得を目指したカリキュラムはある程度整理されているものの，その発揮を促すための方法は整理
されてこなかった。本研究で明らかになったシステムは，思考スキルの発揮を促し，思考力育成に寄与するもの
である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
学校教育において汎用的な資質・能力の育成が重要視されている。学習指導要領においては，
新しい時代に必要となる資質・能力の育成が目指され，学力の定義が汎用的な資質・能力を含ん
だものに拡張された。 
そこで，本研究では，汎用的な資質・能力，特に思考力育成のための方策として思考スキル指
導に着目した。思考スキルとは，多様な言葉で定義される思考力を「比較する，分類する」など
のように具体的な技能とその活用として捉えたものである。 
泰山ほか(2014)では，学習指導要領の分析から教科横断的な 19種類の思考スキルが整理され
ている。新学習指導要領においても「考えるための技法(総合的な学習の時間)」や「情報と情報
の関係の理解 (国語科)」などにおいて，「比較や分類，関連付け」などの用語が用いられており，
教科等を通した思考スキルの習得，活用に向けた指導が想定されている。  
このように思考スキルを習得し，活用させるための取り組みが様々に行われている(関西大学
初等部，2015など)が，その中では，思考スキルの習得のみでなく，それらを状況に応じて活用
できる能力として習得させることの重要性が指摘(Ennis,1991)されている。 
例えば，Halpern(2007)は批判的思考力の教育と学習の構成要素として，思考スキルの習得に
加えて，「思考態度の育成」，「思考スキルの領域や文脈を超えた転移を促進するための問題構造
に着目する学習活動」や「自分の思考をコントロールするためのメタ認知能力の育成」の重要性
を指摘している。このように思考スキル指導においては，その習得だけでなく，それらの領域や
文脈を超えた転移を促すための指導の重要性が指摘されている。  
このように思考スキルの習得，活用を意図した実践は，新学習指導要領においても明示的に示
され，具体的な実践も多く行われているものの，特に活用に注目した際に重要となる，思考スキ
ルの転移を促すための指導については具体的な提案はなされていない。転移については様々な
立場から研究されているが，本研究では特に思考スキルに焦点をあてて整理された新統合理論
(ブルーア，1997)に依拠する。ブルーアは転移のための要素として，一般的な思考技法，領域固
有の知識技能，メタ認知の 3つの要素をあげている。この考え方をもとにすれば，思考の対象と
なる領域の知識や技能を習得していることに加えて， 思考スキルを一般的，汎用的なものとし
て認識していること，そして，その思考スキルを転移させた問題解決をコントロールするための
メタ認知などが重要であることが想定される。  
 以上の先行研究をもとに，本研究課題の核となる問いを次の 2点に整理した。 
1 思考スキルの転移を促すための要素は何か，思考スキルの汎用的な認識やメタ認知の他に重
要な要素はあるか  
2 それらの要素を育むために効果的な指導方法は何か，それはどのようなツールによって支援
され得るか  
 
２．研究の目的 
本研究は思考スキルの転移を促すための指導方法とそれを支援するための学習支援ツールを開
発することを目指した。そして，そのために具体的に以下に示す 3つの目的を設定した。 
 1)思考スキルの転移を促すための要素の整理 
国内外の文献研究および思考スキルの転移を目指した実践を対象にした調査をもとに思考スキ
ルの転移を促すための要素を明らかにする  
2)上記 1)の要素を育てるための指導方法とそれを支援するためのツールの開発  
上記 1)で明らかにした要素をもとに，それらを支援するために効果的な指導方法を明らかにす
る。さらにそれを支援するためのツールについても検討する。  
 3)思考スキルの転移を目指した系統的な指導方法の整理 
上記で明らかになった指導法，ツール等を複数の学校現場で活用してもらい，その成果等をもと
にして，思考スキルの転移を目指した系統的な指導方法を整理する  
 
３．研究の方法 
1)思考スキルの転移を促すための要素の整理 
 文献研究や実践事例の収集，分析をもとに思考スキルの転移を促すための要素とそのための
指導方法について検討する。先行研究(泰山，2019)より，思考スキルの汎用性の認識が転移に影
響していることが想定されたため，思考スキルの汎用性に焦点を当てて研究を進める。 
 具体的には学力調査結果と思考スキルに対する認識の関連を分析することで，思考スキルの
転移に影響する要素について検討した。 
2)上記 1)の要素を育てるための指導方法とそれを支援するためのツールの開発 
本研究では転移を促すためのツールとして，思考スキルと対応づけた思考ツールを活用した。
思考ツールは，思考スキルの習得，活用を補助するための道具であり，思考スキルと対応づけて
活用することが想定されている。思考ツールをどのように活用させることが思考スキルの汎用
性の認識につながるのかを明らかにし，それを促すようなシステムを検討する。  



3)思考スキルの転移を目指した系統的な指導方法の整理 
学校現場におけるツールの試用とヒアリングを行い，ツールの評価・改善を行い，思考スキルの
転移を目指した系統的な指導方法とそれを支援するための学習支援ツールを提案する。 
 
４．研究成果 
１）思考スキルの転移を促すための要素の整理 
 先行して進めていた研究をもとに再分析を行い，思考スキルの転移を促すための要素を思考
スキルの活用頻度とその汎用性の認識の２つに焦点
化した。右の図は思考スキルに対する認識と学力調
査の各項目との関連について分析した結果である。
分析の結果，思考スキルの習得具合よりも，その活
用頻度や汎用性の認識が学力調査において，当該思
考スキルの発揮が期待されると思われる問題への転
移につながることが明らかになった。 
 また，同時に，思考スキルの習得，発揮を目指し
た実践を行う学校への視察と教員へのインフォーマ
ルインタビューから，転移を促す要素をこの２つに
焦点化することとした。 
 
 
 
２）上記 1)の要素を育てるための指導方法とそれを支援するためのツールの開発 
 １）で明らかになった要素について，児童生徒の認識を促すためには，思考ツールをポートフ
ォリオ化し，それを振り返る機会をとることが，有効であると考えた。 
 そのため，各教科等で活用した思考ツールを教科等横断的に蓄積し，振り返ることができるシ
ステムの構築を検討した。 
 まず，システムに求められる要素を検討するために，紙媒体の思考ツールを蓄積するためのフ
ァイルを児童に配布し，それを振り返る実践を行った。 
 ５月から８月の間に，小学校の学級で，各教科等で自由に思考ツールを活用してもらった。活
用した思考ツールは配布したファイルに，思考ツールごとにファイリングしてもらい，１学期が
終わったタイミングでそれを振り返る機会をとってもらった。振り返りの後に，思考スキルへの
認識についてのアンケートを自由記述で求めたところ，思考スキルについて，汎用性や効果・利
点，活用経験など，思考スキルの転移につながることが想定される要素についての記述が多くな
ることが確認された。 
 これらにより，思考ツールを活用し，それをポートフォリオ化し，それを振り返ることが思考
スキルの転移につながる認識を促すことが示唆された。 
 一方で課題も残る。思考ツールをポートフォリオ化することによって，各教科等の学習記録と
は別の形で思考ツールが蓄積されるため，教科等の学習履歴と思考ツールが切り離された形で
学習履歴が蓄積されてしまうことが課題として残った。 
そのため，紙ではなくデジタルデータとして学習履歴を蓄積する必要があった。同時に，GIGA
スクール構想によって学校の ICT 環境が大きく変化することとなった。当初の計画では，思考ツ
ールのポートフォリオは独自のシステム等の開発を検討していたが，学校の ICT 環境の変化に
伴い，すでに学校に導入されている端末に標準装備されている機能を活用することによって，多
くの学校現場が実践可能なものになると考えた。 
そこで，操作スキルが容易であること，さらに記録，蓄積，条件による抽出が可能な写真管理
アプリを活用した，ポートフォリオシステムを試案し，それを活用することとした。 
日常的に思考ツールを活用している学級に思考ツールを活用するたびに思考ツールを写真で
撮影することを依頼した。写真の撮影の際には，活用した教科と思考スキルをタグ付けし，記録
してもらった。２学期から３学期の間に実践を行い，実践終了後に，思考ツールポートフォリオ
を振り返る機会をとってもらった。思考ツールポートフォリオを見る前，教科のタグで振り返っ
た後，思考スキルのタグで振り返った後の３回に分けて，思考スキルや考える力について，自由
記述で回答を依頼した。その結果，１）思考ツールポートフォリオ自体の振り返りによって，考
える力について，具体的な振り返りが促されること，２）教科等のタグでの振り返りによって，
具体的な活用場面から，思考ツールの利点についての認識が促されること，３）思考スキルの観
点から教科等横断的な振り返りによって，思考ツールの汎用性やメタ認知，自己の認知特性など
についての振り返りが促されることが明らかになった。 
紙からデジタルのポートフォリオへと移行することによって，学習履歴が途切れないことの
みでなく，複数の視点から振り返りが可能になることによって，より多様な認識が促されること
が明らかになった。 

 



３）思考スキルの転移を目指した系統的な指導方法の整理 
これらの研究の結果から，思考スキルについての系統的な指導方法が整理されてきた。教科等
の文脈に合わせて思考ツールを活用しながら，思考スキルについて指導する。その過程をポート
フォリオに蓄積し，ある一定の期間ののち，そのポートフォリオを全体，教科ごと，思考スキル
ごとのタグで振り返ることによって，思考スキルの転移につながる認識が促されることが想定
できる。 
このような指導→活用→振り返りを通した思考スキルの指導が求められると考えられる。 
今後，特に，GIGA スクール構想の実現以降，学習者主体の自己調整的な学びとして，個別最
適・協働的な学びの実現が求められるようになってきた。 
それと合わせて考えれば，これまで想定されていたような指導者が児童生徒の状況に合わせ
て思考スキルを提示し，それを指導するという授業の形だけでなく，児童生徒が自らの判断で思
考ツールを選択・活用しながら学習を進めるという形も想定できる。そのような前提にたてば，
本研究で提案した思考ツールポートフォリオの作成は大きな意味を持つことが想定できる。 
個別最適な学びにおいては，それぞれの児童生徒が異なる思考スキルを選択したり，それぞれ
の思考スキルに対する認識が一定でないことが想定できるため，デジタル思考ツールポートフ
ォリオの作成とその振り返りが個別に行われること，それを教師が把握できることが重要にな
ると考えられる。 
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